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研究成果の概要：

本研究は、トランスナショナルな、つまり国家、国民、民族を超える現代世界の動態的現象を
人類学的に把握し分析するために、「境界」に生まれるもの、つまり境界の生産性に着目した。
中米、アフリカ、東南アジア、オセアニア、ヨーロッパなど各地で現地調査を実施して経験的
資料を集め、国家や民族やモダニティなど多様な要因により複雑に構築される境界の理解を進
めるとともに、その境界を越える人やモノの流れの現実を明らかにした。

交付額
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直接経費 間接経費 合 計

2005 年度 4,500,000 0 4,500,000

2006 年度 3,900,000 0 3,900,000

2007 年度 3,000,000 900,000 3,900,000

2008 年度 1,900,000 570,000 2,470,000

年度

総 計 13,300,000 1,470,000 14,770,000
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１．研究開始当初の背景

（１）以前の研究との連続性：本研究を導き、
その背景となった第一の研究プロジェクト
は、研究代表者が文部科学省科学研究費補助
金を受けて組織し推進した「環太平洋地域の
文化とシステムのダイナミクスに関する研
究」である。このプロジェクトでは、文化の
ダイナミクスを、政治経済システムを中心と
するマクロ・システムと連関するプロセスと
して分析した。さらに「文化のダイナミクス」

という主要研究テーマを受け継ぎ発展させ
たのが、21 世紀 COE プログラム「インター
フェイスの人文学」の一環としての、「トラ
ンスナショナリティ研究」プロジェクトであ
る。同プロジェクトの目的は、「環太平洋」
プロジェクトの成果を踏まえ、対象を全世界
に拡大するともに、境界を越える出稼ぎ・移
民・難民などの人の流れとそれに伴うモノと
情報の流れに焦点を合わせ、こうした現象が、
コスモポリタニズム、ナショナリズム、エス
ノナショナリズムの変容と生成、および人び
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との空間、場、領土・領域に対する意識に及
ぼす影響等について総合的に考察する新し
い人類学を展望することであった。本研究は、
「トランスナショナリティ研究」プロジェク
トで積み重ねた議論とその成果を直接的な
基盤として、経験的な調査と理論研究により、
境界に焦点を絞った研究展開をはかるもの
である。

（２）研究史的背景：近年の人類学は、ひと
つの場所――民族集団、地方と都市のコミュ
ニティなど――に人類学者が拠って立つ位
置を定めた民族誌的研究を継続する一方で、
従来の方法論と認識論では捉えきれない現
代世界の現象をいかに研究するかという問
題の解決を模索してきた。マルク・オジェの
「場所／非-場所」の議論、ジョージ・マー
カスによる「複数の場所での民族誌」の提唱
などは、こうした模索の過程でなされた重要
な理論的貢献である。本研究は、以上の背景
を踏まえ、「境界」をあらたな人類学的フィ
ールドとして措定し、新しい人類学的キーワ
ードとしたいという動機から構想された。境
界をフィールドとするということは、境界の
両側を行き来しつつ複眼的で動態的な視点
を維持して境界の調査に従事することを意
味し、これは本研究の最も重要な特色である。

（３）参加研究者の背景：本研究の研究代表
者および連携研究者は、それぞれが調査対象
とするフィールドで従来の方法論に立脚し
た民族誌的調査研究を遂行する一方で、境界
を超えるトランスナショナルな現象の探求
に積極的に取り組んできた。本研究は、こう
した個別研究を背景として、ひとつの研究プ
ロジェクトに統合することを目指すもので
ある。国内外を通じて、「境界とトランスナ
ショナリティ」をテーマとした研究プロジェ
クトはごく少数である。本研究が目指すのは、
従来の民族誌的研究の射程には入りにくく、
しかし現代世界の人びとの日常的な生活実
践と現代世界のあり方そのものにとってき
わめて重要となっている現象に、正面から取
り組むことにより、あらたな研究領域を開拓
し人類学の発展に寄与することである。また、
グローバル／トランスナショナルな人、モノ、
情報の流れの動態を人類学的現地調査によ
り把握し理解することは、広く現代世界の社
会科学的な考察の展開にも貢献するはずで
ある。

２．研究の目的

20 世紀最後の十数年間、マスメディアと学
界では「ボーダーレス」という概念がもては
やされた時期があった。グローバル化の結果、
あらゆる境界が消滅しつつあり、やがてひと

つの世界が成立するかのような幻想を抱い
た人びとも多かった。確かに、境界を越えた
人、モノ、情報の流れ（フロー）の増大は、
現代世界の顕著な現象である。

しかし、21 世紀の現在でも、さまざまな境
界は厳然として存在する。自明のことではあ
るが、ある境界のこちら側とあちら側に落差
があるからこそ、人、モノ、情報の流れが生
じる。そして、その流れがあるからこそ、境
界が明瞭に現れ、その内部のナショナリズム
やエスノナショナリズムやアイデンティテ
ィポリティクスが際立つことになる。本研究
の基本的立場は、トランスナショナルな、つ
まり国家、国民、民族を超える現代世界の現
象を人類学的に把握し分析するために、「境
界」に生まれるもの、つまり境界の生産性に
注目することである。

研究代表者と連携研究者は、それぞれの対
象地域において集中的な現地調査をおこな
う。それによって、以下に述べるようなさま
ざまな境界が、どのような人、モノ、情報の
流れを生み出しているか、その流れにより境
界がどのような現実として構成されている
か、またこうした流れが境界によってどのよ
うに堰き止められ澱んでいるかを綿密かつ
動態的に把握することが、本研究の第一の目
的である。第二に本研究は、各地域からの出
稼ぎ労働者・移民・難民の流れを追い、中東
や欧米での現地調査を実施することにより、
よりグローバルなレベルでの境界のあり方
と越え方を考察する。最後に、本研究は、第
一、第二の目的の実現を通じて、「境界とト
ランスナショナリティの人類学」の重要な部
分を描き出すことにより、現代世界の動態の
社会科学的な把握と理解に貢献することを
目指した。

３．研究の方法

本研究では、境界を以下の 4 種に分類して
概念化することにより、境界の特性の経験
的・分析的かつ総合的な理解を目指す。

(a) 国 境 ： 国 民 国 家 間 の 境 界 (national
boundary あるいは nationality boundary)。
(b)民族間境界：民族集団・エスニック集団の
間 の 境 界 (ethnic boundary あ る い は
ethnicity boundary)。
(c)都市境界：都市－地方の境界 (urbanity
boundary)。
(d)モダニティの境界：モダニティ（近代性）
の発現程度の格差、およびモダニティに対す
る希求の格差から生じる境界 (modernity
boundary)。

(a)の国境は、地図上の線で表される、もっ
とも明確な政治経済的境界である。この境界



では、国家による出入国や輸出入の管理がお
こなわれ、境界をはさんで、経済発展や労働
市場の格差が存在する。(b)の境界は、国境ほ
ど明確ではない。トランスナショナルな動き
のなかで、この境界は、さらにあいまいにな
る場合と、逆に明確なものとして実体化する
場合との双方がある。(c)(d)における境界は、
さらに不明確で、一方の極から他方の極まで
の連続体として捉えるべきものである。
(b)(c)(d)の境界は、国民国家の領域の内部に
存在する場合もあるし、国境を越えて存在す
る場合もある。(d)は、グローバルなレベルで
は、先進諸国および産油国と、発展途上国と
の境界であり、ナショナルなレベルでは、都
市と地方のあいだ、あるいは社会階層のあい
だに存在する。

これら４種の境界の様態を、調査地域の分
担により明らかにする。主要な方法は、人類
学的フィールドワークによる直接観察、参与
観察、インタビューであり、主要な対象は境
界を越えて移動する人びとの流れである。こ
れを通じて、境界を越える流れの各地域での
実態と、その流れの中に立ち現れる境界の様
態が同時に視野に入るよう、また個別事例の
特徴が明らかになると同時に全体の比較に
より４種の境界の特性について一般化が可
能となるよう研究を進める。

各調査者が担当するそれぞれのフィール
ドで、(a)国家間、(b)民族間、(c)都市、(d)モ
ダニティのそれぞれの境界について、以下の
要因に焦点を合わせて調査を実施する。

・境界の内側からのプッシュ要因
・境界の外側からのプル要因
・境界の通過を可能あるいは容易とする要因
・境界の通過を阻害あるいは不可能とする要
因
・境界を越えた故郷（home pole）との紐帯
の維持あるいは強化
・境界を越えた故郷との紐帯の変容あるいは
破断・消滅
・境界を越えて起こる往復の頻度
・境界を越えた移動先での経済環境
・境界を越えた移動先での社会関係の構築
・移動者個人のライフヒストリー
・集団としての移動者の証言・言説

これらの要因と同時に、境界を越える人的
移動にともなって起こるモノと情報の流れ
に着目し、質的・量的資料を収集する。また
境界と移動の政治学を確認するために、それ
ぞれの調査地において、中央政府、地方政府、
国際機関などの関係者から聞き取りと資料
収集をおこなう。

４．研究成果

(1) 上記課題についての研究のために、グア
テマラ、エチオピア、インドネシア、フ
ィジー、マレイシア、フランス、マダガ
スカル、インドなどで現地調査を実施し
た。

(2) これらの地域における流れの実態と各種
境界の両側についての経験的資料を得た。

(3) 「グローバル化」と呼ばれるプロセスの
最も重要な部分が、本研究が焦点を合わ
せる種類の移動現象と境界現象により形
成されることが明らかとなった。

(4) 単に人が移動することを追う「移民研究」
ではなく、そこに生まれる多様で複雑な
関係性や緊張、認識や感情などを研究す
ることが、境界のダイナミズムを理解す
る上で必須であることが明確となった。

(5) 境界に焦点を合わせて研究することの意
味と可能性、またそこに生まれる成果の
多様性と豊かさを示した。

(6) 成果は石川（図書⑥）、春日（図書⑩）、
栗本（雑誌論文⑬）、Nakagawa（雑誌論
文⑦）、花渕（雑誌論文④）、中川（雑誌
論文①）、松川（雑誌論文⑯）、小泉（学
会発表③）などの論考として発表された。

(7) 本研究は、大阪大学グローバルＣＯＥプ
ログラム「コンフリクトの人文学国際研
究教育拠点」の形成を導く力となった。
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